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雷計測の ための 光検出装置 と擬似雷光発生装置の製作
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，
下地伸明 （琉球大工）

1，は じめ に

　雷は非常に高速 で
，
そ の 放電経路の形咸に数十ミ リ

セカ ン ド
，
速 い とこ ろ とな る とマ イ クロ セ カ ン ドオー

ダに も達す る ，本研究 で は 雷 か ら放た れ た光の 時間変
化を調 べ るために高速な光検出装置の 製作を目標と し

て い る．さらに
， 雷は発生場所を特定する こ とが困難で

あ る ため
， 狽っ た タイ ミ ン グで機器 の精度確認 を行 う

こ とが困難 で ある、そ の ため雷の 波形を模擬し た高速
な擬似雷光発生装置を製作 し

， 性能評価を行 っ た．
2．計測シ ステム

2．1．光検撮装置

　光検出装置を図 1 に 示す．図 1 は ，左から積分球，増
幅部そ して オ シ ロ ス コ ープか らなる，光検出装 置は積

分球内部 に配蹕 した フ ォ トダイオー ドで 光を検礁し、
1−V 変換 圍路で 増幅された光揺号を検出する．

図 1 光検鐵装置．

2．2。擬似雷光発生装置

　擬似雷光発生装置を隠 2 示す，図 2 は，友か ら雷光の

信号を発生させ る発振回路 ， 増幅部そ して積分球からな

る．擬似雷光の 発振回路を製作するに あた っ て ， JIS規
格に定め られ て い る直撃雷の 電流波形を採用した．こ

の波形は
，
ピークまで の立ち上が りが 10μs，

ピー
クの

50％ まで で 350μs となる．LED の 電流は ピー
ク値 で定

格電流 20mA とな る ように動作させ た．
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図 2 擬似雷光発生装置．

3．実験方法
3‘1，擬似雷光発生装置の精度確認実験

　擬似雷光髴生装置によ りLED を点滅させ
，
その時の

電圧を見る こ とで
，
正 しく擬似雷光の波形が出力され

て い るかを確認した，
2。3．2．光検出装置の 精度確認実験

　動作確認が で きた擬似雷光発生装置の L廻D を光検
出装置の積分球 の開目 ポート付近に固定 して 光検出を

行 っ た．使用した赤色の LED と緑色 の LED の光度は

21000mcd
， 膂色 の LED の光度は 12000mOd で あ っ た．

　また，光検出装躍 の 動作確認 の た め
，

一日の 災 空 の

光の様子を観察 した．観測 日時は 2013年 7 耀 24 日の

10：0020 ：00で ある、
4．実験結果

　擬似雷光発生装置 の 精度実験結果を 図 3（a）に示す，
その 擬似霽光を検出 した光検出装置の 出力を図 3（b）に

示す．
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（a）擬似雷光の 電圧 波形 　　　（b）擬似雷光検出結果．

図 3 擬似雷 光発生装置の電圧波形 と光検出結果．

　今回製作 した擬似雷光は JIS規格の 直撃雷 の 電流波

形を再現できた，また，実験結果 より製作した光検出装

置は ， 擬似雷光を捉え得る結果 とな っ た．おおよそ雷を

捉え る だけの速度応答があるこ とが確認された．

　・一一
日の天空の光の様子を観測した結果を図 4 に示す．
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図 410 ：00−20 ：00 までの窒の光検 出結果．

　啜 4 を見ると 15 晴頃まで安定して検出されたが，
19

畴頃に は ほ とん ど検出さ れな か っ た ．日中は常に曇っ

て い た せ い か全体的に検出量が落ちる結果 となっ た、
4．まとめ と今後の課題

　爽験結果か ら， 今回製作し た擬似雷光発生装置は JIS
規格の 直撃雷の電流波形を再現 してい た まtc， 今回製

作した光検出装置の応答速度は
，
おお よそ雷を捉える

の に十分だ と書え る．しか し
， 今醸の実験結果か ら， 今

一
歩調整が必要で ある こ ともわか っ た．また天控の様

子につ い て ， 今圏は鑾りの 日の結果であっ たが ， 今後は

様々 な気象条件で 観測し
，
データ収集を符う必要があ

る．今回製作し た光検出装置の 目的は雷計測であ っ た

が、天塞 の 光計測の結果か ら，雷だけでな く気象の状

態の 計測に も使えるの で はな い か と考え られ る．そ の

ため
， 今後は光検出装置を雷だけ で な く気象観測 へ の

使罵も検討 して い く予定である，
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